



年 11 月 20 日（水）アルカス SASEBO イベントホールにて（開演 10 時 30 分～終演 12:35 分）開催した。
　本行事は、「幼児のための」をコンセプトに参加型公演として位置付けし、学生の日頃の表現活動の授業の
成果発表の場としている。平日の午前中、地域の幼稚園、保育園の子ども達を招待して公演している。





（1）令和元年 11 月 20 日（木）　観客 約 70 名中 43 名
（2）令和元年 11 月 19 日（火）　保育専攻 1 年生 98 名中 83 名
（3）令和元年 12 月 3 日（火）　保育専攻 2 年生 111 名中 102 名
Ⅲ．調査結果




人数 回答数 ％ 人数 回答数 ％
大人 1 名 21 50.0 大人 5 名 2 4.7
大人 2 名 11 26.1 子ども 1 名 3 7.1
大人 3 名　 9 21.4 子ども 2 名 2 4.7
② 幼児のための「音楽と動きのつどい」の来場回数についてお尋ねします。
表 2
回数 回答数 ％ 回数 回答数 ％
初めての来場　 33 78.5 3 回目 1 2.3
毎回 2 4.7 5 回目 2 4.7
2 回目　 3 7.1 無回答 1 2.3
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項目 回答数 ％ 意見
とても良かった 17 40.4 とても楽しい雰囲気でした。
良かった 9 21.4 小さい子にもあきさせない構成で素晴らしかった
普通　 0 　0 レベルが高い。
無回答 14 33.3 バトンのお姉さんの表情が素敵でした。
【オペレッタ】
表 10
項目 回答数 ％ 意見
とても良かった 22 52.3 終わりがいまいち
良かった 6 14.2 歌は上手でしたが動きがもう少し
普通　 1 2.3 お妃様の演技・歌唱力素晴らしかったです。




項目 回答数 ％ 意見
とても良かった 16 38 よく弾きこまれていると思いました。







項目 回答数 　％ ご意見
とても良かった 16 38 子どもがノリノリでした。





























































・もっと頑張ろうと思った。 <20 名 > 19.6％
・先輩たちの頑張りに感動した。 <33 名 > 32.3％
・クオリティが低い。 <6 名 > 5.8％
・先輩に近づきたい。 <13 名 > 12.7％
・ちゃんと表現している。 <5 名 > 4.9％
【出演した結果】
・非常に良かった。 <68 名 > 66.6％
・まあ良かった。 <30 名 > 29.4％
・どちらでもない。 <4 名 > 3.9％
















・普段関わらない人と、協力して成し遂げることができたところ。 <8 名 > 7.8％
・本番の達成感。そこでしか味わえない感動。 <15 名 > 14.7％









・シャボン玉ばかりに子どもの目がいってしまったこと、シャボン玉はなくても良い。　 ＜ 18 名＞ 17.6％
・全体の授業の進め方に工夫がいった。
・全体で動きを合わせる回数が少なく追い込みが大変だった。
・練習に真面目に取り組まない人がいた。
・実習や夏休みがあると前期で出来ていたことがまた最初からみたいになるところ。
・とにかく時間がない。
・練習に参加しない人との接し方が難しかった。
・練習計画の見直しが必要。
【意見】
・一人一人の予算を増やしてほしい。
・全体の計画をもっとしっかりしてほしい。
・オペレッタの役割配分工夫が必要。
・もっと早くから取り組みたかった。
・会場がせまい。
・中間発表があっても良いのはないだろうか。
・リハーサルの拘束時間が長いので次の日まで疲れが取れなかった。
・このイベントは学校にとっても周りの家族や地域の方にとっても良いことで、これからも続けてほしい。
　専門的知識や技能については１年間の総合保育技術の授業や発表に向けて「吹くことが出来なかった楽器も
いつのまにか演奏できるようになった」「難しい振り付けもお友達に教えてもらいながら踊れるようになった」
等初めて学習し、大変だったけれども不安な中にでもやり遂げた達成感を感じていることがわかった。学習の
中で、普段関わらない学生同士、活動の中でステージを成功させたいという気持ちからお互いの意見に傾聴し、
協力し、行事を通した「コミュニケーション能力」を育成していることが改めて示された。
　課題解決能力として捉えるとステージを成功させるために「もっと」～ようにしたい、というアイディアを
出し合い、創り上げることができていた。
　主体的に学ぶ力として捉えると、主体的に学ぼうとする姿勢（歌を練習・ピアノを練習・セリフを覚える・
発声の練習）を身に付けることができたことがアンケートから読み取ることができた。
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第 35 回　幼児のための「音楽と動きのつどい」　～学生・観客のアンケート調査より～
5．まとめ
　今回のアンケートから保育専攻１年生にとって次回の「音楽と動きのつどい」に対するモチベーション向上
に向けゲネラルプローペを鑑賞させることの意味は見出している。
ステージを経験した学生の意見として演出として使用している「シャボン玉」について次回どうするか指導
者と協議して進めていきたいと考える。
　別会場（600 名定員）で発表していた時はステージの上でステージに向けて「シャボン玉」を設置していて「シャ
ボン玉」について特に学生からのコメントはなかった。しかし、アルカスでの「シャボン玉」効果は演出とい
うより、子ども達の気を引いてしまうものであり、舞台製作上、学生にとっては「検討してほしい」演出であ
ることが示唆された。
　次に授業計画についても、学生の後期の追い込みに負担がかかっているところは、来年度に入り、授業計画
の中で前期に行うこと（大道具や小道具・衣装の制作）などは夏休み期間に対応する必要性を改めて学生に伝
えていくよう計画したい。追い込まれるとパワーを発揮する学生であるが、余裕を持った授業展開も必要であ
るため、企画運営を再検討していきたい。
　来年度もお客様や学生の満足度を高められるよう、指導者と検討しながら行事運営に臨んでいきたい。
付記　本研究は平成 31 年度長崎短期大学傾斜配分研究費より助成を受け行われたものである。
